
( )２ 題材構想 １年 ｢わたしたちのエコにこハウス大作戦」の題材構想 １１時間完了

各過程のねらい 生 徒 の 学 び 教 師 支 援段階 場面

・ 住まいのはたら ・ 日本地図で写真の場

きについて気付き 所を確認したり，自分， 住まいにはどんなはたらきがあるのだろう １～２

考えることができ が経験したことを発表

つ る。 〈学び〉 〈アクション〉 〈生活〉 したりすることで，住

・ 資料を基に， 住まいのおも 住まいに関して掘り起こす目を育てるた 住まいや住ま まい方の工夫に気付く

住まいのはたら しろさを発見 めに，日本各地の住まいの写真を提示し い方に無関心 ようにする。

か きついて考え， 気候と住まい方の工夫に気付く場をつく な生活実態

意見を交換する る。 （もの・こと）。

発

む ・ 北国は寒さを防ぐため窓が二重になっている。

・ 沖縄は台風が多いから，家の周りが石垣になっていたり，屋根が

低くなっていたりする。

・ 京都の古い家は，高温多湿をしのぐために木造で土壁の家だ。

見 ・ 家族が住まうた 住まいのはたらきとは何だろう ・ 安全で快適な住まい

めの空間としての 方に目が向くように，

見 住居の機能に気付 ・家族が一緒に過ごす。 ・安全を確保する。 住まいの見取り図を使

くことができる。 ・自然から身を守る ・プライバシーを確保する って，家族の住まい方。 。

通 ・健康を維持する ・子育てや老人介護をする をシミュレーションす。 。

・ 住まい方のシ る。

す ミュレーション 自分の家は家族全員にとって快適な住まいになっているのかな （評）

を行い，安全で ・ 活動の様子や発言か

快適な住まい方 ら安全で快適な住まい

について考える 方に関心がもてたかを。

判断する。

・ 我が家の住まい ・ 各自の意見を短冊に我が家の良い点や問題点を見付けよう ３～４

方を見つめ直すこ 書かせ，貼らせること

確 とができる。 ＜学び＞ ＜アクション＞ ＜生活＞ により，自分と級友と

家族にとって 安全で快適な住まいとは，家族一人一人 家族の事を考 の住まいの問題点や工

か ・ 家族にインタ 安全で快適な にとってどのようなものかを確認するた えたいろいろ 夫点を比較できるよう

ビュー して，自 住まい方の工 めに，家族にインタビューした結果を話 な住まい方の にする。

め 分の住まいの問 夫 し合う場をつくる。 （こと） 工夫

。確 題点を見付ける

る 家族はどんなことを困っているのかな

・ 住まい方に対す 〈祖父母〉 〈父〉 〈母〉 〈兄弟姉妹〉 ・ 問題点を出し合い，

る視野を広げるこ ・ 階段が滑り ・ タバコを ・ ダニやカ ･ 道路からの それに対する工夫点も

生 とができる。 やすくて危な 吸う場所が ビが多いせ 騒音がうるさ 取り上げることで，住

認 い。 ない。 いか子供の くて勉強でき まい方に対する視野を

か ・ 問題点を発表 アトピーが ない。 広げる。

し，意見を交換 ・ 階段に滑 ・ 換気をこま 心配。 （評）

す する。 り止めのテ めにして空気 ･ 窓やカーテ ・ ノートから自分や家

ープが張っ を入れ替えて ･ 掃除をこま ンを閉めると 族にとっての住まい方

てある。 いるよ。 めにすると 騒音が小さく を見つめ直すことがで

いいよ。 なるよ。 きたかを判断する。

・ 追究課題を設定 ・ 追究課題設定に役立家族が安全で快適に住まうためにはどうしたらよいか調べてみよう 5～7

することができる つように住まい方に関。

。するＶＴＲを視聴する

つ ・ 追究課題を決 ダニ対策 狭さ対策 騒音対策 地震・安全対策 ・ 追究して得た方法が

か める。 カビ対策 効果的な住まい方にな

む 湿気対策 るかどうかを数量で確

の目標題材
① 人や環境とのかかわりから，住まい方を見つめ直すことができる。
② 健康で安全な住まい方に関する課題追究をし，よりよい住まい方の工夫ができる。
③ 家族が安全で快適に住まうために，室内環境を整えることができる。
④ 住まいのはたらきには，自然からの保護・健康の保持・子供を育てる基盤などがあることを理解できる。



， ，かめるために 騒音計

ダニチェッカー等の実

。・ 追究課題にした ・ 換気につい ・ 部屋を広 ・ 音量を減ら ・ 家の中の危険 験器具を用意しておく

見 がい，実験方法や て調べよう。 く見せる工 す方法を調べ 箇所を改善する （評）

実践計画を考え， ・ 掃除の仕方 夫について よう。 方法を調べよう ・ 活動の様子やレポー。

追 通 実験や実習ができ について調べ 調べよう。 ・ シックハウス トから，住まい方の工

る。 よう。 症候群について 夫を実験実習等を通し

す ・ 実験方法や実 調べよう。 て学ぶことができたか

践計画 を考え， を判断する。

。実験実習をする

調べたことを実践して確かめてみよう

究 ・ 安全で快適に住 ・ より分かりやすく追

まうための工夫や 究結果を知らせるため調べたことを出し合って分かり合おう ８～９

整備の仕方を実験 に，実物を用意すると

実習・調査活動を 〈学び〉 〈アクション〉 〈生活〉 よいことを伝える。

通して学ぶことが 家族が安全で 家族が安全で快適に住まうための方 安全で快適に住 （評）

確 できる。 快適に住まう 法をつかむために，他の生徒の追究 まうための知識 ・ 追究結果を積極的に

ための工夫を 結果（除湿対策，カビ対策，騒音対 や方法が十分理 伝えたり，実験や実習

か ・ 調べたことを 個々に追究 策，地震対策など）を聞いたり，体 解されていない に参加し，意欲的に情

発表したり ，他 験したりする場をつくる。 生活実態 報交換をしたりするこ

め のグループの発 （人・もの・こと） とができたかを活動の

表を聞いたりす 様子や，プリントから

る る。 判断する。

・ 追究結果を実行しや

いろいろな方法があるんだ。自分の家ではどれができそうかな すいか話し合う場を設

けることで， 自分にで

きそうなことを考える

きっかけをつくる。

・ 家族が安全で快 ・前時の発表会の内容を家族が安全で快適に住まうための実践計画を立てよう １０

，適に住まうための 思い起こさせるために

具体的な方法を考 ・ 家族が気持ちよくお風呂に入ることができるように，教えてもらっ プリントや写真を提示

え，計画を練るこ たカビの除去方法を試してみたい。 する。

拡 生 とができる。 ・ 自分のアレルギーの原因でもあるダニを減らすために，換気と丁寧

・ 実践計画を立 に掃除機をかけることを実践したい。

てる。 ・ 騒音対策として，カーテンを閉めるなどの遮音対策をしてみたい。 ・ これからも住まい方

か また，騒音を出す側にならないようにピアノを弾く時間に気を付けた の工夫をしていこうと

い。 いう意欲をもたせるた

・ 実践した成果を めに，学習した成果を

まとめることがで 「わが家のエコにこハ実践報告会を開こう １１

大 す きる。 ウス大作戦」として，

・ 地震対策で毎日安心 新聞にまとめ，掲示す

・ 新聞に実践報 転倒防止器具で家具同士を固定したら，倒れにくくなった。 る。

告をまとめる。 ・ 整理整頓，トントンびょうしでお掃除じょうず （評）

１００円均一で小物を整理するウォールポケットを作った。 ・ 新聞や感想からこれ

・ 部屋を明るくするには からも住まい方を工夫

壁の色を塗り替える代わりに，布を画鋲で留めた。黄色の布にした していこうとする意欲

。ので明るくなった気がする。 がもてたかを判断する

を通して「生活をひらく知恵」を身に付けた生徒の姿題材
Ａ 自分の住まい方を見つめ直す中で、よりよい住まい方をするために、いろいろな情報を集め、自分なりの方法で追究し確

かめながら主体的な解決に向けて取り組む生徒
Ｂ 多様な解決方法の中から自分の生活により適した方法を選択することができる生徒
Ｃ 家族が安全で快適に住まうための実践結果を基に、工夫や改善策を検討し、自らの生活に生かすことができる生徒


